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開 厘 嘱誦 雙
2014年

３月２日（日）IO:ＯＯ~16:ＯＯ
まなびの館ローズコム
（広島県福山市霞町1-10-1）
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介護現場ではどこもさまざまな工夫をし

ています。

「小さいけれど役立つ！」そんな工夫を

お!iい発表し合い、敦えあって、

明日からの自分たちのケアに生

2と惣ゴゴ（グ７"）3ﾆ央」
学会」の目的です。

どんｌ’　．＿_..ご践を出し合つ　‥･.を活性化させよう
,いケ　1）発見で利用者へのl　プローチが大きく変わる

・参加者は自由に聴講いただけます

大今Ｓき　　　｜　　　中１ 小会議ま①･② 小会議ま③
二

認知症の方を取り巻く

物Ｓ的環境の工夫

震･:神尾功雄a
末永啓a

Ｓ７ｍ●

ヶアの工夫最前線①

第1部

a-ZI

ヶアの工夫最前線②
~まS･事粛所運営･現場ｹｱの工夫~

第1部

flmm11;●

小集団体操指導の工夫

s･:高見博子E

休憩

利用者が元気になる

ための環境の工夫
~ji気になるための条きとは~

･s:山下総司・

Sm7177●

ヶアの工夫叢前線①

第2部

aIZZI

ヶアの工夫最前線②
~施S･S業所IIS･aSヶｱの工央~

第2部

C国ZI・

現場ヶア技術向上の工夫
~朝の「体感教堅」のＳＳとｽﾀﾂﾌ育成~

ll:稲岡錠二a

休憩

車イスの活用と

ケアの視点
~Suつて得するｱﾌﾟﾛ-ﾁのﾎﾟｲﾝﾄ~

･･:押川武志Ｒ

fF77□;1●

ヶアの工夫最前線①

第3部

aIZZI

ヶアの工夫畿前線②
~施S･事業所運営･現場ｹｱのTｷ~

第3部

eZ!3

機能訓練指導の工夫

･l:野田和美a
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あなたの施設・事業所で行つているちよつとした工夫・牛ラリと光るアイ

デアの発表を幅広く募集しています。発表が苦手な人は展示だけでも

OKです!発表･展示された工夫は書籍化予定!どしどしご応募ください!

Ｗｆこ二Jiyj

利用者を表彰することでキャンセル

率を減らす

羅 集 萎

[募集テーマ]

自助具の工夫

・活動の工夫

・プログラムの工夫

・認知症ケアの工夫

①演Ｓ発表
.'.S.･■･E'皿'．･ ･･

発表形式

頂

記録のセルフマネジメントで体調を
自己管理

・体操の工夫

・レクの工夫

・記録の工夫

・ミーティングの工夫

パワーポイントを使lilした発表
※発表時閲10分

②ポスター発表

yｉｉｌｉｌ:' |
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発表FS9容をまとめたものをパネル
(横９０Ｃｍｘ縦１５０Ｃｍ)に掲示して
発表

l計にヒモと鈴をつける

l測定中に利用者が体温S

Kれない

肩が上がりにくい人に、自然に肩を

上げてもらえるように壁に手形を
貼つて、レクとして活用する工夫

求人の工夫

運営の工夫

・情報共有の工夫

・人材育成の工夫

など

a.J.'.』･'･･'-･2■■･I･■

JS表Ｍ準"
.j.¨･-.7.J/...･"･9　/

介護現場でのケアに関する
工夫なら何でもＯＫです

-.dxj･･･IISj- .-･.

:･発表基準:
･.･.･..7E_....・

介護現!場でのケアに関する
工夫なら何でもＯＫです

スリッパに名札のついた洗濯ぱさみ

をつけ、自分のモノだと認識しやす
くする

皿匹）
・ちょつとした工夫で利用者が使いやすくな
る道具の工夫

・レクで使う自助具の工夫

(安くて簡単に作れる体ＳＳｇ

デイでの活動が自宅でも継続できる工夫

利用者の作品が家族に喜ぱれる工夫

・キャンセル率が滅る工夫

・iUi者自らの行ｌをプログラムに活かす工夫

・ケアマネが喜ぷちょつとした工夫　など

雅無
①・表Ｓ,Ｓ示きは参力口費が４・gll!

②・表いただいた工央をＱＯＬサービスＳ
行の書籍にてａｌｉ掲載予定!　　　－

③参加きに投票していただき、
各部門で「ケアの工夫マイス
ター」をll定(賞きあり)!

鵬昿皿圓

乙
ｒ

察
」

発表が苦手な人ａけにヶアの工夫を展示いたしま寸.また,学会

期間中は常時展示いたしますので、白分のペースでヶアの工夫

をご覧いただくことができます.展示物は当日持参または前もっ
て郵送いただきます．

；展示形式'

(1)Ａ３用紙1枚に取り組み前・後の変化が分かるＳ真を
それぞれ貼付し,違いなどについて説明したもの

(２)回曝で使用している実際のアイデアグッズ,害類など

；その他I
-I...I･..-..●

・参加・不参加にかかわらすご応募いただけます

・展示エリアには質問箱を設置しますので、
質問があつた場合には事務局からご連絡いたします

介護の工夫に関わることなら
なんでもOKです!

ぢ。
必着



介護環境の工夫にっい７実践と事例をq=･むにお話しいただきます
奈内容は変則こなる場合かございますことをご了承ください。

雇華ＳＩＥａ

Ｓ知症の方を取り巻く物理的環墳の工夫
介ＳＳ祉ｔ／ＤＣＭ上級／・ｉ]ｆリダａａを了

介護福祉ｔ/福祉j9具専rl相談・

神尾功雄Ｅ
末永啓Ｅ

-マJW

―
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利用者の視線や目
線･能力に応じた
環墳の工夫

ll四Ｓ冒曹lａ

環境づくりを行うことでＳ知症の方に対するケアの意識やケアの質向上につながります.デイや

ゲループホームなどで実践できる身近な物理環境の工夫の実践例をご紹介いただきます。

<当日の講演内容>

・認知症の方の環境設定について

・環境設定の視点
(リスクマネジメント･自１支ｌ･９むできるｌｌ)

食事の際の机,イスの選択とＥ置

自分から活動できる環境づくり

ほか

利用者ヵ哨i気になるための環境の工夫
~ii5気になるための条件とは~

環墳は「人」「施設」
を変える1

71EliSISi●

介ｓ環境アドバイザー山下総司氏

介護現場でCま1り用者の目線や利用者への視線にＥ慮した環境づくりが大切になります.この講演で

は環境を生かしたプログラムづくりの工夫で利用者・スタッフがヲii気に活動できる環境づくりにつ

いてご紹介いただきます。

<111日の講演肖容>

利・者の自圭性を引き■す環境づくり

・職員のやる気を生み■す環境づくり

・お互いが気持ちよくａごせる環境づく
りとは

・プロセスを通して利用者を見ること、
気持ちを知ること

・どのように変化していくのかを体験型
ワーク

ほか

iイスの活用とケアの視点～知つて得するアプローチ･ポイント～
九り･|ヽ|・・ａ社大学９１６きｓfﾔ・療ｓきｓｌｔａ　押JII武志氏

見逃しがちな座位姿
勢はちよつとした工
夫で生活が変わる

福祉用具の中でも身近で使用頻度の高い「車イスと付属品」を生かしたケアの視点と工夫を中心

に,基礎から応丿目までのアプローチのポイントを実際の症例を通して,ご紹介していただきます。

<111日の講演肖き>

・車イスに座るだけで、機能を網萄でき　・福祉ｇａのﾗ呂用法と体験

るのか9　　　　　　　　　　　　　　実際の症例をａしてミ解をＳめる
゜車イスの問題点と対処法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
・車イスラ呂ｍの視点と工夫



指導技術の工夫にっい７参加体験Ｓa

ｌｍＳ－ｌａ

小集回体操指導の
工夫

利用者に習慣化す
る前にまずは自分
に習慣づける

健康・動指導士/ふれあい健康教室講師

高見博子氏
利用者に効率的かつ楽しく継続してもら

うための「声掛け」や「指導方法」、「またや

りたい」と言つてもらえる雰囲気づくりを

実際に体験します。

体
験
す
る
こ
と

体
験
す
る
こ
と

・聚張をほぐすための声掛けの工夫と指運動

・無理なく関節可動域を広げるタオル体操あれ
これ

・身近なものを使つて楽しく体操を続ける工夫

・「しっかり声出し一生現役」　　　　ほか

ｌ四Ｓ酉顎ｌａ

ｎ能訓練指導の
:夫

野日ﾖ和美Ｅ
個別機能訓練実施のためのアセスメント・

評価・計Ｓ作成について分かりやすく解

説します.また訓練の効果を上げるトレー

ニングの指導方法についても体験します。

・アセスメントと評価の工夫

・目標の設定について

・効果を上げるための工夫

・技術Ｓでの工夫

・道具の工夫 ほか

ヘ

i形式で学びます奈きそ科台の定員30１

~皿謳ＳＳ

現場ケア技術自上の工央
-----　-　-‥　　　---

～朝の「体感教室」の実銭とスタッフ育成～

体
験
す
る
こ
と

社会・祉i太人ｔｇ・・祉ｔ会在９が・・・ｉ

稲岡錠二Ｅ

現場ケアの質向上のために定期的にミリ

組む９の体感教室.現場ケア活性化の視

点から簡単に取り組めるこの実践はス

タッフ教育にもつながります。

・なぜ体感教室を行つているのか

・体感教室の「お年寄りの身体」

・体Ｓｔ・②[Ｓﾀl]ｔ」

・体感教室③「立ち上がり」

・搾Ｓｔ・(４)「きglき」 ほか

お串しiaみにあたっての注意事項

参加費の納付をもってiE式串し込みとなります.なお,参加

費の返金はいたしませんが参加者の変吏は可能です。

各時９帯で興味のある講座へ自ﾛﾖにご参加いただけます。

実技分科会⑥～Ｏは先着３０名が定員となります。

参加費とは別に材料費が必要になる場合は参加証に明記

いたします。

演Ｓ・ポスター発表・展示串込をされた方には別途必要

事項記載書を送付いたします。

お申し込みをいただいた方には、折t]返し、ＦＡＸ・郵送・

メールのいすれかでご入金のご案内を送付いたします。

(ぼ示にご応募され,当日参加されない方は含まれません)

ほヨり心七C/Jk

○をつけてください
①学会参加のみ②学会参加と□頭発表③学会参加とポスター発表④学会参加と展示⑤展示のみ

発表テーマ・展示pg容
(Ｒａ・Ｓ示される方のみＲ入)

ふりがな

ご連絡先
※下記のどちらかに

○を付けてください

（勤務先・自4ﾖ）

住所・名

携帯

TEL
施ＲＳ

ＦＡＸPCメール ※必須

泌ふＪＳ日ｕ上12c5(株･QOLサービス肖ケアの工央７会Ｉ務局医Eiinf00tsuush0.ｃｏｍ棄084-971-6686
ドＲﾆｼﾞ]http:がｗ　ｗｗl.tｓlｕｕｓho.ｅｏｍ/ｃｌａre kｕfｕ/ [回Z弓万・Ｅ]|[iSI[SX]1084-1948-0641

ポイント

利用者がモチベー
ションを保ち継続

,できる工夫　　．

ポイント

「ＳじＭことでい
ろいろｙ,付き、気
付くからいろいろ
タエ央か!IEまれる．


